
参考資料 1

第1期
香南市産業振興計画の総括

令和2年10月2日

はじめに … 1
１．第１期香南市産業振興計画の基本的な考え方と推進体制 … 2
２．第１期香南市産業振興計画の基本目標と基本的方向 … 3
３．第１次香南市産業振興計画の数値目標とKPI、主な事業 … 4
４．香南市産業振興計画の取り組み状況 … 9
５．香南市産業振興計画 KPIの達成状況について … 10
６. 数値目標と重要評価指標の評価検証結果 … 15
７. 第2期 香南市産業振興計画に向けて … 17
８. 【参考資料】

香南市 まち・ひと・しごと創生総合戦略資料より抜粋 … 20



●総 人 口：令和22（2040）年に 31,300人、令和42（2060）年に 30,800人を維持。
●自然増減：合計特殊出生率が2030年に1.84、2040年に2.07、2050年に2.27まで段階的に上昇する

ことを目指す。

●社会増減：転入者の減少を極力抑え、2025年からは社会増約120人の状況が継続することを目指
す。
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香南市の総人口推計

香南市人口ビジョン

社人研推計（平成25年3月推計）

社人研推計（平成30年3月推計）

（人）

平成20（2008）年に始まった日本の人口減少は、今後若年人口の減少と老年人口の増加を
伴いながら加速度的に進行し、2040年代には毎年100万人程度の減少スピードになると計測
されています。

特に、生産年齢人口の減少による経済規模の縮小、高齢者の増加による社会保障費の増加

等、人口減少は経済社会にも大きな影響を及ぼすこととなり、すでに「危機的状況」である

と言わざるを得ません。

この現状を打破すべく、政府は平成26（2014）年12月に、国と地方が総力を挙げて地方創
生・人口減少克服に取り組む上での指針となる「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」お

よび、地方創生のための施策の基本的方向や具体的な施策をまとめた「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」を閣議決定しました。

本市においてもこれを受け、人口の現状を分析するとともに、今後目指すべき方向を示す

「香南市人口ビジョン」を策定しました。

その人口ビジョンにおいて、香南市は自然減の縮小や社会増に向けた一連の対策を講じる

ことにより、令和42年（2060年）の総人口の将来展望の見通しについて、約３万人の実現を
目指すこととしています。

出典：国立社会保障・人口問題研究所、住民基本台帳

はじめに

香南市まち・ひと・しごと創生「人口ビジョン」
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１．産業振興計画の基本的な考え方と推進体制

(１) 第１期 香南市産業振興計画の基本的な考え方

香南市では、これまで効率的な計画の推進、成果重視の計画を行ってきており、平成18年の合併以来、
ようやく市民の間では、香南市民としての自覚や誇りも生まれ、名実ともに１つのまち「香南市」が形成されつ
つあります。
その一方で、人口や世帯数は横ばい傾向にあり、常住職業・通学者のうち、約半数以上が市外へ流出して
おり、市内就業・通学者のうち、市外からの流入は約3割にとどまっています。
また、産業構造は、就業者数及び就業率ともに減少傾向にあり、就業者構成比についても、第1次、第2次
産業が減少している一方で、第3次産業は増加しています。
主要指数の推移として、農家戸数は減少傾向である一方、農業生産額は平成17年から平成22年で増
加。林家戸数は近年減少、漁業就業者は横ばいの状況であり、商業分野の従事者数は、卸売・飲食店・宿
泊業は増加傾向である一方、工業分野における製造業従業者は減少傾向にあります。また、観光分野にお
ける道の駅の利用者数も減少傾向となっています。
こうした背景から、本市では、地域住民が元気に働ける、バランスのとれた持続可能な産業構造を構築す
ることに加え、学びの段階から事業化までの多様なサポートにより、実践者のチャレンジを応援する体制を築
くために、平成27年度から令和元年度までの5か年計画として「香南市産業振興計画」を策定いたしました。

(２) 推進体制について

以下の視点により、着実に実行していきます。

（１）足腰を強め、「地力」を高める

（２）新たな産業づくりに挑戦する

（３）分野を超えた産業間の連携を強化する

効果的な推進に向けて ＰＤＣＡサイクルの視点

「地域活性化策」

「高知県産業振興計画」

「産業成長戦略」

具体化

戦略化

連携

香南市産業振興計画では、6つの分野で数値目及び
達成に向けた各事業を定め、実現に向け取り組む。

また、各施策においても、効果を客観的に検証できる
指標〈重要業績評価指標（ＫＰＩ） 〉として、５年後（令和
元年度）の目標を設定するとともに、各数値目標・事業
ごとにＰＤＣＡシートにより進捗状況及び効果を点検、検
証する。

年度毎においても、取り組み状況を点検・検証を行
い、必要な対策の追加、事業の見直しを行っていく。

行政が主導で進める取組
市民や地域、団体、企業等が
主体となり進める取組

地域アクションプラン
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２．第１期香南市産業振興計画の基本目標と基本的方向

香南市では、産業の更なる活性化を進めるために、第一次産業をはじめとした「地産」を強化し、「自立」
できる持続可能な産業を創造するとともに、「外貨」獲得に向けた付加価値化に取り組み、産業の拡大を
図ることで、 『地域住民が元気にいつまでも働くことのできる香南市』 ・ 『次代を担う若者が、地域で誇りと
希望を持ち、産業の新たな担い手となって活力が保たれる香南市』の実現を目指します。
また、当計画では、 産業間・企業間・産業団体・市民・行政が連携し、農業・林業・水産業・商工業・
観光・住宅の6つの分野別部会を構成し、魅力あふれる産業を振興と安定した雇用を創出していきます。

６つの分野別部会

農業分野

林業分野

水産業分野

商工業分野

観光分野

住宅分野

市の産業に関わる現状
（策定当時）

基本的方向

• 長引く不況による消費者の低価格・節約志
向による販売の低迷

• 生産農家の減少と高齢化、後継者不足に
よる労働力の確保

• 有害鳥獣による被害の増加

担い手確保と基盤整備による農地の生産
能力の向上

• 輸入材木の増加や木材需要の減少等によ
る長期の価格低迷

• 生産性が見込めないことによる生産意欲の
減衰

原木生産の拡大・担い手の確保と技術の
向上

• 輸入増加や食生活の変化等による魚価の
低迷

• 燃料費高騰、漁獲量の減少による漁業経
営の不安定化

• 漁業従事者の高齢化による担い手不足
• 水産施設、水産機能施設の老朽化

漁業生産性の向上と水産物を利用した
加工産業や観光産業との連携

• 大型店舗への消費者の流出や経営者の
高齢化による商店街の空き店舗増加

• 商業の沈滞、商店の経営悪化、町の活気
や治安面への影響

• 地域経済の活性化、雇用創出の観点から
みた企業誘致の推進の必要性

企業誘致による雇用の拡大と、商工業者へ
の支援拡充に伴う地域の活性化

• 地域商店街や地域住民力を活かして行
われる個性的なイベント通して、訪れた
人たちが地域との交流を楽しめる機会を
創出する。

• 地域の情報発信力の強化が求められる

• 年間を通じて様々なイベント等を開催し、
新たな観光客の獲得に繋げる

• 地域観光の担い手が育ち、特色ある観光
商品が次々と生み出され、販売される

• 核となる観光拠点を中心した市内の地域
周遊を進め、駅や直販所等で観光消費を
拡大

• 農地や緑地の住宅による従来の住環境
や農地環境の変化

• 自然環境や周辺環境に配慮した有効な
都市基盤の形成

• 快適で暮らしやすい住環境の整備

防災性の向上を図った安全・安心のまちづくり

【香南市産業振興計画にあたっての視点】
①地域の強みを最大限生かすため、各産業間の横断的な取り組みより、総合的な仕組みを
構築・強化する

②政策同士の連携による相乗効果、実効性を高める
③成果重視の目標設定、PDCAサイクルにより、スパイラルアップと継続的な戦略強化

【推進にあたっての視点】
④民間・産学、庁内の連携協議により取組みを進める
⑤各地区の連携・ネットワークの強化による知恵の結集

産業振興

農業

林業

水産業

商工業

観光

住宅
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３-1．第1次香南市産業振興計画の数値目標とKPI、主な事業

★ 当計画が目指す将来像 ★
『地域住民が元気にいつまでも働くことのできる香南市』
『次代を担う若者が、地域で誇りと希望を持ち、産業の新たな担い手となって活力が保たれる香南市』

数値目標 基準値（H27）
目標値（R元）

（5か年延べ目標値）

農 業 新規農業者数 10人 15人（59人）

林 業 森林境界明確化面積 100ha 600ha以上
（600ha以上）

水産業 沿岸漁業総生産量 1,200ﾄﾝ
1,200ﾄﾝ以上維持
（6,000トン以上）

商工業 製造品出荷額 500億円 500億円以上
（500億円以上）

観 光 観光施設入込客数 100万人
120万人以上

（560万人以上）

住 宅 未設定 - -

当計画では、各課題の解決と産業振興のために、それぞれの分野で『数値目標』を設定するとともに、数値目標
を達成するための事業を設定します。また、数値目標や各事業の効果等を客観的に検証できる指標 <重要業績
評価指標（ＫＰＩ）> を定め、５年後(令和元年度)の目標を設定します。なお、各事業についてはＰＤＣＡサイクルを
用いて、進捗状況及び効果の点検・検証を行います。

戦略の柱 及び 各事業
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
基準値

（H27当初を設定）
目標値 <R元>
（5か年延べ目標値）

備考

農

業

分

野

農業生産
基盤の充実

①防災施設対策整備 ■整備個所数 -
１個所
（3個所）

H28年度より

②排水機場施設整備 ■整備個所数 2個所
2個所
（4個所）

③地域農業水利施設事業 ■整備個所数 3個所
2個所
（5個所）

④農業水利施設保全
合理化事業

■整備個所数 1個所
計画の策定
（4個所）

⑤農地耕作条件改善事業 ■整備個所数 1個所
2個所
（3個所）

⑥土地改良施設維持管理
適正化事業

■整備個所数 -
2個所
（3個所）

H29年度より

⑦工業用水整備事業 ■整備個所数
水路 ４個所
道路 １個所

水路 1個所（11個所）
道路 1個所 （4個所）

⑧農業集落排水整備事業 ■整備個所数 ２個所
2個所
（10個所）

防災への
対策

①農村地域防災減災事業 ■整備個所数 １個所
4個所
（4個所）

H30年度まで

②重油流出防止付装置
燃料タンク整備事業

■設置件数 19件
26件
（119件）

担い手対策
の促進

①担い手育成センター
研修支援事業

■支給人数 -
10人
（30人）

H28年度より

②新規就農事業 ■利用人数 4人
7人
（29人）

※ 親元・専業の合計

◇ 各分野の数値目標

＜重要業績評価指標（ＫＰＩ） ＞
各施策において、効果を客観的に検証できる指標として、5年後の(令和元年度)の目標を設定する。◇ 各分野のＫＰＩ・主な事業
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３-2．第1次香南市 産業振興計画の数値目標とKPI、主な事業

戦略の柱 及び 各事業
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
基準値

（H27当初を設定）
目標値 <R元>
（5か年延べ目標値）

主な事業

農

業

分

野

担い手対策
の促進

③農業次世代人材投資
事業

■利用人数 10人
10人
（48人）

④農業後継者推進事業 ■支給人数 15人
15人
（60人）

⑤実践型研修ハウス整備
事業

■ハウス面積（a） -
30a
（60a）

H29年度より

経営の改善
の対応

①園芸ハウス整備事業 ■整備件数 8件
19件
（73件）

②経営所得安定対策推進
事業

■利用件数 -
750件
（2,750件）

H28年度より

③農地中間管理事業 ■活用件数 5件
5件
（25件）

④環境制御技術導入普及
促進事業

■活用件数 34件
19件
（135件）

⑤産地パワーアップ事業 ■活用件数 -
30件
（98件）

H28年度より

農産物のブランド化の
推進と

加工品の開発
①農山村振興交付金事業

■クラスター整備数
■商品開発数

-
1件 （1件）
1件 （3件）

H28年度より

消費者の
安全安心
志向への
対応

①地産地消推進協議会
補助事業

■香南市産農産物活用率 -
39％
（39％）

H28年度より

②信頼される地産づくり支
援事業

■検体率 -
123検体
（543検体）

H28年度より

農地の保全と
活用の
促進

①中山間地域等直接支払
事業

■組織数 -
11組織
（11組織）

H28年度より

②多面的機能支払事業 ■組織数 -
10組織
（10組織）

H28年度より

有害鳥獣
被害対策

①鳥獣被害対策施設隊 ■鳥獣捕獲数 680頭羽
870頭羽
（3,790頭羽）

②有害鳥獣被害防止事業 ■防止柵（m) -
10,000ｍ
（40,000ｍ）

H28年度より

林

業

分

野

基盤整備 ①林道道路側溝整備事業 ■整備個所 8,273ｍ
2,000ｍ
（24,867ｍ）

森林
資源保全

①緊急間伐総合支援事業
■間伐
■切捨間伐
■作業道

5ha
57ha
3,300ｍ

11.43ha （46.43ha）
20ha （195ha）
400ｍ （7,400ｍ）

②森林整備地域活動
支援事業

■森林経営計画
■設業集約化 （明確化）
■条件整備

203.75ha
10ha

224.97ha

50ha （503.75ha）
50ha （155ha）
- （279.97ha）

③森林・山村多面的機能
発揮対策事業

■周知 -
周知
（-）

H29年度より

④林地台帳整備事業 ■整備 -
システムの運用

（-）
H30年度より

⑤水源の森整備事業 ■事業面積（ha） 5ha
10ha
（25ha）

⑥森林整備推進事業 ■林業機械導入件数 2台
1台
（9台）

木質
バイオマス

①森林の活用事業 ■ボイラー設置数 2基
2基を譲渡
（-）

※令和元年度
耐用年数に達した
ため譲渡5



３-3．第1次香南市 産業振興計画の数値目標とKPI、主な事業

戦略の柱 及び 各事業
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
基準値

（H27当初を設定）
目標値 <R元>
（5か年延べ目標値）

主な事業

水

産

業

分

野

改修整備

①水産機能施設の整備 ■整備件数 8件
12件
(12件）

②漁港施設の整備改善
整備率

■整備率 7％
43％
(43％）

経営基盤
強化

①新規漁業就業者の確保 ■新規漁業者数 -
1人
（4人）

H28年度より

②漁場の保全 ■海藻類育成被度（％） 46％
70％
（70％）

③漁業者の所得向上 ■沿岸漁業総生産量 1,200ｔ
1,200ｔ
(6,000ｔ）

④観光漁業の推進 ■地引網漁業経営体数 1経営体
1経営体
（1経営体）

生産・加工
流通・販売

①水産加工品流通販売の
推進

■手結加工場による給食セン
ターへの食材納入回数

11件
11件
(55件）

②水産加工品流通販売の
推進

■手結支所販売額 1,500万円
3,000万円
（10,500万円）

商

工

業

分

野

ものづくりの
基盤整備

①香南工業団地整備事業 ■新規立地件数 1件
1件
（5件）

②香南工業団地企業立地
促進事業

■採用件数 -
16人
（160人）

H28年度より

③ルネサス高知工場及び
川谷刈谷工業用地

■新規立地件数 -
ルネサス高知 1件（1件）
川谷刈谷用地 1件（1件）

H28年度より

④事務系企業の誘致 ■誘致件数 -
2件
(2件）

R元年度より

ものづくり

①香南市香我美企業立地
交流会

■開催件数 1回
1回
（5回）

②香南市ものづくり会 ■開催件数 1回
1回
（5回）

③香南市産業人材育成
事業

■補助金交付件数 5件
5件
（25件）

④香南市未来人材育成
奨学金返還助成事業

■補助金交付件数 10件
10件
（50件）

⑤香南市インターンシップ
支援事業

■補助金交付件数 10件
10件
（40件）

H30年度で廃止

⑥中小企業者の生産性
向上支援事業

■認定件数 -
30件
（60件）

H30年度より

商業支援

①香南市緊急融資保証料
補給金事業

■新規利用件数 -
2件
（2件）

H28年度より

②魅力ある商業地・商店街
づくり

■香南バル参加店数 -
45件
(90件）

H30年度より

③空き店舗等の活用事業
■補助金交付件数
■事業継承診断
■HPへの空き物件掲載

-
-
10件

2件 （8件）
30件 （58件）
10件 （50件）

H28年度より
H28年度より

④創業支援事業 ■ワンストップ窓口相談件数 -
35件
（90件）

H28年度より

⑤創業支援利子補給
交付事業

■利用件数 -
3件
（9件）

H28年度より
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戦略の柱 及び 各事業
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
基準値

（H27当初を設定）
目標値 <R元>
（5か年延べ目標値）

主な事業

観

光

分

野

核となる
観光拠点の形成

①三宝山エリア観光拠点化
事業

■新たな観光拠点数 １件
１件
（1件）

②ヤ・シィパーク周辺の
活性化

■入れ込み客数 -
36.6万人
（36.6万人）

H30年度より

③manamanaの取組
について

■売上高 -
54,193千円
（205,727千円）

H28年度より

④歴史を中心とした博覧会
事業

■入れ込み客数
（絵金蔵・アクトランド）

142,000人
115,500人
（683,500人）

④観光施設間の連携
■観光施設連絡会 開催回
数

-
4回
（8回）

H30年度より

⑤歌舞伎でまちおこし事業 ■イベント参加者数 -
1,200人
(11,730人）

H28年度より

⑥塩の道を活用した取組 ■関係イベント参加者数 -
650人
（1,150人）

H28年度より

⑦物部川エリア広域観光
連携事業

■対象9施設入込客数 -
739,500人
（2,115,700人）

H28年度より

⑧市民と地域資源の総力を
結集したビジネス支援事業

■カタログ売上高 -
104,200千円
（231,400千円）

H28年度より

⑨地域まるごと旅行商品
のランドオペレーター機能
構築事業

■対象7施設入込客数 -
700,000人
（2,800,000人）

H28年度より

人材の育成 ①まちの案内人事業 ■案内人会 会員数 10人
26人
（26人）

国際観光の推進
①外国人観光客の受入
体制づくり

■研修会実施回数 -
2回
(7回）

H30年度より

サ
イ
ク
リ
ン
グ
分
野

自転車を活用
した観光への
取組

①各種イベントの開催 ■イベント参加者数 -
500人
（1,000人）

H30年度より

②サイクリングの取り組みを
通じた香南市のPR

■イベント参加回数 -
3企画
（3企画）

R元年度より

③レンタサイクル事業
■レンタサイクル貸出数
（ｱｸﾄﾗﾝﾄﾞ・ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾀｰﾐﾅﾙ・の
いち駅）

-
2,300人
（7,200人）

H28年度より

④サイクルオアシスの充実 ■サイクルラックの設置箇所 -
5個所
（10個所）

H30年度より

⑤サイクルオアシスの充実 ■ブルーラインの敷設数 -
3個所
（3個所）

R元年度より

３-4．第1次香南市 産業振興計画の数値目標とKPI、主な事業
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戦略の柱 及び 各事業
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
基準値

（H27当初を設定）
目標値 <R元>
（5か年延べ目標値）

主な事業

観

光

分

野

サ
イ
ク
リ
ン
グ
分
野

障がいのある方や
高齢者へのスポーツ
推進

➀パイロット育成数
②タンデム自転車の
レンタル数

■育成人数
■利用件数

-
10人（１0人）
50件（100件）

R元年度より
H30年度より

健康増進と環境に
配慮した取組

①健康ポイントを活用した
取組

■健康ｻｲｸﾘﾝｸﾞ開催回数 -
4回
(7回）

H30年度より

②CO2の排出抑制への
取組

■ - -
目標数値の明確化
（目標数値の明確化） H30年度より

自転車の安全利用
を推進する取組

①交通マナーや交通事故
へのリスクに対する備え

■レンタサイクル貸出時の
ヘルメット貸出率

-
100％
(100％）

H30年度より

住

宅

分

野

住環境の整備 ①住宅リフォーム制度 ■利用件数 -
75件
（275件）

H28年度より

市営住宅の整備 ①浄化槽等設置工事 ■工事件数 -
22件
(130件）

住宅の耐震化

①住宅耐震診断事業 ■事業診断数 100件
120件
（580件）

②住宅耐震改修事業費
補助事業

■改修設計件数
■改修工事件数

-

設計 90件
（360件）
工事 90件
（360件）

③コンクリートブロック塀
耐震対策事業

■利用件数 -
30件
（78件）

H28年度より

空き家対策

①老朽化住宅等除却
事業

■利用件数 -
40件
（100件）

H28年度より

②移住住宅促進空き家
活用住宅事業

■お試し住宅整備件数 -
1件
(1件）

H28年度より

③空き家バンク事業 ■登録件数 - 40件 H28年度より

④空き家改修事業費等
補助金

■空き家改修件数
■空き家修繕件数

-

改修 3件
（9件）
修繕 2件
（4件）

H29年度より
H30年度より

３-5．第1次香南市 産業振興計画の数値目標とKPI、主な事業
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(*1) 行政が主導となり進める振興計画
(*2) 市民や地域、団体、企業等が主体となり進める

地域活性化策

情
報
収
集

意
見
交
換

(*3) 計画の進捗状況の検証や評価、新たな取り組み
等産業振興計画を着実に推進できる体制の整備

(*4) 分野別部会の部会員と策定委員会の委員が一堂
に会し、意見交換する合同会議（H29年度より）

産業成長戦略
(*1)

地
域
活
性
化
策

農
業
分
野

具体化

戦略化

林
業
分
野

水
産
業
分
野

商
工
業
分
野

観
光
分
野

住
宅
分
野

分 野 を 超 え た 連 携

産業振興計画推進分野別部会 (*3)の開催

(*2)

香
南
市
産
業
振
興
計
画

観光部会
(ｻｲｸﾘﾝｸﾞ専門委員会)

水産業部会

工業部会

合同部会
(*4)

林業部会

商業部会

農業部会

★産業振興計画推進分野別部会による取り組みを継続
・水産業部会へ内水面漁業関係者を新たな委員として依頼。

★分野別部会の部会員および策定委員による合同会議
を継続

★幅広く産業振興の切り口を学ぶ「講演会」を開催

★新たな事業等への取り組み
＊農業次世代人材投資事業 （拡充）
＊森林環境譲与税の活用
＊築いそ設置事業（種子島周辺漁業対策事業）
＊空き店舗対策事業 （拡充）
＊未来人材育成奨学金返還助成事業（拡充）
＊香南市情報サービス施設等設置促進事業
＊自然体験型観光資源強化事業（ﾔ・ｼｨﾊﾟｰｸｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ）

＊３市の観光資源を生かした旅行商品の造成及び販売

★産業振興計画推進分野別部会による取り組みを継続
・分野別の部会が機能しはじめたことにより、実質的な議論の展開が
図られている。また、部会は当事者として意見を出し合い、策定委
員会との連動を図っている。これら取り組みを継続して実施。

★分野別部会の部会員および策定委員による合同会議
を継続

・平成29年度に合同会議を開催し、他の分野の部会員と意見交換が
行え、分野を超えたつながりを持つことができた。これら取り組みを
継続して実施。

★新たな事業等への取り組み
＊農業大学校就学助成事業 （移住連携）
＊実践型研修ハウス整備事業
＊園芸用ハウス整備事業 （拡充）
＊吉川漁港海岸堤防耐震調査事業
＊街バルイベントの実施
＊産業人材育成事業 （拡充） （移住連携）

★産業振興計画推進分野別部会による取り組みを継続

★新たな事業等への取り組み
＊担い手育成センター研修支援事業 （移住連携）
＊環境制御技術普及促進事業（拡充）
＊農業活性地域協議会事業
＊森林・山村多面的機能発揮対策事業
＊林地台帳整備事業
＊海岸保全施設長寿命化計画策定
＊遊漁船業等振興事業
＊インターンシップ支援事業 （移住連携）
＊創業支援利子補給金事業 （移住連携）
＊大型クルーズ船の誘客促進事業
＊産業人材育成事業 （拡充） （移住連携）
＊香南市空き家改修事業費等補助金 （移住連携）

★分野別部会の部会員および策定委員による合同会
議を開催

★産業振興計画推進分野別部会による取り組みを継続
・部会が機能しはじめたことにより、実質的な議論の展開が図られて

いる。
また、部会が当事者として意見を出し合い、策定委員会と連動を
図りだしている。

★新たな事業等への取り組み
＊産業人材育成事業
＊未来人材育成奨学金返還助成事業
＊新規就農研修支援事業（親元就農支援事業）

４．香南市産業振興計画の取り組み状況

計画の実効性をさらに高めるため、PDCAサイクルにより、数値目標の到達状況等
を定期的に点検・検証！
点検・検証から達成に向けた取り組みをグレードアップ！

産業振興計画において取り組みを推進（平成27年度より）
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香南市産業振興計画の策定とその推進にあたっては、香南市において、優先的に取組むべき各分野の課題
等を充分にふまえ、実効性の高い取り組みを行うとともに、着実かつ確実に推進するための体制を整えながら、
その実現に向けて、各分野において「数値目標」を掲げ、香南市の産業の拡大を確立していくこととしており、そ
れらの達成状況及び成果と課題を総評として下記のとおりまとめます。

香南市産業振興計画の数値目標の成果と課題（総評）香南市産業振興計画の数値目標の成果と課題（総評）

第1期 香南市産業振興計画の取り組み

（農業分野）

農業分野の「新規農業者数の確保」については、平成27・28年度は目標を達成できていたこと

から、平成28年度末に目標値の上方修正を行いましたが、翌29年度以降は目標達成には至ってお

らず、5年間の累計人数は、数値目標 59人 に対し 56人となっています。

新規就農者確保のための就農支援や補助制度は充実していますが、相談の中で今後の予定を立

てられていない人も多く、就農まで至らないケースが多いのが現状です。

第2期においても、引き続き、新規就農者が増えるよう、就農支援や補助制度の拡充と就農に向

けたイベントに参加し周知を図っていきます。

市内の農業者に向けた取り組みでは、環境制御装置導入普及事業や産地パワーアップ事業を活

用した先進機器の導入の推進や平成30年度より整備を行っている実践型研修ハウスの利用を促す

ことに加え、既存農家の労働条件の改善のための水路・堰の改修等を

進め、「就農地を香南市にしたい」という魅力のある産地づくりへと

つなげていきます。

また、平成31年3月に市内の果樹生産者やものべみらい等7機関が

連携協定を結び、令和元年6月に法人化した(株)山北みらいとの連携を

進め、「未来の地域農業モデル」を官民一体で確立させ、担い手育成

や山北みかんを使った商品開発や観光産業にも取り組んでいきます。

５．香南市産業振興計画＿ＫＰＩの達成状況について

17 14

7

9 9
10 10

12 12

15

4

9

14

19

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

単位（人）新規農業者数

実績

目標 ニラ

3

ニラ

1

ニラ

2

ニラ

4

ｼｮｳｶﾞ

3

ｼｮｳｶﾞ

1

ｼｮｳｶﾞ

1

ﾋﾟｰﾏﾝ

1

ﾋﾟｰﾏﾝ

1

ミカン

1

ミカン

1

ミカン

3

ミカン

3

トマト

1

トマト

4

スイカ

1

スイカ

1

オクラ

1

オクラ

2

人参

1

ｷｭｳﾘ

1
小ﾈｷﾞ

1

ﾚﾀｽ

1

ﾆﾝﾆｸ

1

軟弱野菜

1

セトカ

1

ナス

1

ナス

2

ﾄﾙｺｷｷｮｳ
1

ﾌﾞﾄﾞｳ

1

3 0

年度

2 9

年度

2 8

年度

2 7

年度

新規農業者の就農品目

H31.3.14
繁忙期の人手不足の解消と生産者の所得向上を目指し、
果樹生産者やものべみらい等７機関が連携協定を締結

農業担い手候補生として、みかん農家を
目指して勉強中の地域おこし協力隊員

香南市の魅力的な農作物

（参考：まち・ひと・しごと創生総合戦略より）

（上方修正）
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（林業分野）

林業分野の「森林境界明確化事業（団地化及び境界明確化）」については、事業主体の香美森林

組合や高知県等関係機関との連絡調整において事業未実施の年度が続いていたが、平成30年度から

事業を再開することができました。

間伐事業を実施することで、植物の生態系の保全や災害の防止にもつながるため、引き続き、間

伐事業に取り組んでいきます。また、高性能林業機械の導入により、生産性も向上し、森林の保

全・活用と併せて、林業従事者の所得向上は図れていることから、第2期では、森林環境譲与税を活

用し、更なる間伐事業の実施へとつなげていきます。

また、次代を担う若者を対象とした森林学習事業も開始

し、森林に関心を持っていただく機会を提供していきます。

（水産業分野）

水産業分野の「沿岸漁業総生産量」については、平成28年度は693ﾄﾝと例年になく不漁でありまし

たが、翌年度からは総生産量は上昇し、令和元年度には1,298tと目標値（1,200ｔ)を達成しまし

た。

また、高知県漁業協同組合手結支所が、シイラの加工・流通・販売体制の強化に取り組んだ成果

もあり、総生産量と合わせて生産額（漁業所得）も大きく上昇しており、所得の向上が図れていま

す。

※ 平成29年度までは県漁協3支所の水揚げデータを実績としていたが、平成30年度より市内民間企業の生産量を追加。

※ 令和元年度の県漁協3支所のみの沿岸漁業生産量は1,196ｔ

漁港施設の改修も順調に行われており、水産加工品等の流通販売につきましても、高知県漁業手

結支所の販売額は大きく売り上げを伸ばしていることから、今後も「加工・流通・販売体制」の強

化を引き続き図っていきます。

後継者の育成については、高知県漁業協同組合赤岡支所において、平成26年度途中から2年間の研

修で、シラスバッチ網への新規漁業就業者を1名確保したのみで、漁業就業者の高齢化による新規漁

業就業者の確保が課題となっています。関係機関と連携し確保に努めているが、市内主要漁業形態

の特徴から一人での就業は難しく、就業に至っていません。

第2期では、引き続き、就業支援センター等と連携を図り、新規就業者の確保に努めていきます。

また、市内水産物（シイラやシラス等）の認知度向上

に向けた取り組みを検討・実施し、香南市ブランドの展

開を図り、水産業に携わる方々の所得向上へつなげてい

きます。
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高知県漁協手結支所
に水揚げされたシイラ

第1期 香南市産業振興計画の取り組み
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（商工業分野）

商工業分野の「製造品出荷額」は、基準年（平成26年度）が449億円（工業統計調査）であり、目

標を500億円と設定していましたが、平成27年度から減少し目標値は達成できませんでした。

大きな要因としては、香我美町のルネサスエレクトロニクス（株）の撤退に伴う製造品出荷の減少

が影響しています。

しかし、平成30年度には香南工業団地への企業誘致（5区画）も完了し、令和元年度には、丸三産

業(株)がルネサスエレクトロニクス(株)跡地で操業を開始する等の動きもあったことから、第2期で

は、川谷工業団地等への企業誘致に加え、新たな工業団地の整備に取り組むとともに、より多くの製

造品出荷額となるよう、誘致企業と既存企業の生産性向上につながる育成支援等にも取り組んでいき

ます。

新たな雇用の場の創出に向けた取り組みとしては、平成30年12月に企業に関する様々な知見やネッ

トワークを有するイシン（株）と包括協定を締結し、連携をいただき取り組みを進めてきたことか

ら、令和元年12月には首都圏企業1社を誘致することができました。

今後も、連携を密にとりながら、事務系企業の誘致に積極的に取り組んでいきます。

なお、第1期では、商業・工業の目標値が同じになっていましたが、第2期からは、各分野で目標値

を設定し、取り組んでいきます。

（観光分野）

観光分野の「観光施設入込客数」については、平成27・28年度に目標を達成しており、「志国高知

幕末維新博(H29.3.4開催)」の開催にあわせ、平成29年2月に100万人から120万人へ上方修正を行いま

したが、平成30年度から天然色市場が休業していることや繁忙期の悪天候・豪雨災害等の影響により

集客が減少したことから、その後は目標値の達成には至っていません。

今後は、既存イベントに加え、天候に影響されない集客策の強化を図り、新規顧客の開拓やリピー

ター獲得を目指すとともに、SNSを活用した情報発信の仕組みづくりに向けた協議を行います。

観光拠点の磨き上げとしては、令和元年度より三宝山中腹の風力発電施設跡地において、高知県産

ワインの醸造所建設が開始される等、新たな動きもあることから、市内に点在する観光施設を周遊い

ただくための導線の再整備や新たなイベント等の開催に努めていきます。

また、市内の自然やアクティビティ体験を活かした取組（塩の道やマリンスポーツ等）やスポーツ

団体等の誘致等も関係機関と連携し取り組んでいきます。
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（サイクリング）

自転車を活用した取り組みとして、平成30年度に地域おこし協力隊を雇用し、市内のサイクリス

トや関係者に声掛けを行い、サイクリングを推進する団体「Maze-Cle（マゼクル）」が設立されま

した。（令和2年2月 NPO法人化）

今後は、県内のサイクリング関係団体等や観光事業者等と連携し、「サイクルツーリズム(自転

車での観光)」による観光の促進を更に推進していきます。また、健康増進と環境に配慮した取り

組みや新たなイベント、サイクルオアシス等の環境整備も更に強化していくことで、『高知県の自

転車の聖地化』を図ります。

なお、令和2年度には、これらの取り組みを更に加速させるため「自転車活用推進計画」を策定

し、自転車を活用した『観光』と『健康』の明確化を図ります。

自転車活用推進計画策定後は、サイクリング専門委員会を当計画から切り離し進捗状況等の管理

を行っていくとともに、産業振興計画推進観光部会等との連携を図っていく予定です。

（住宅分野）

住宅分野では、住環境の整備として、市内に所有し居住する個人住宅を対象に、リフォームに対

する支援を行ってきました。制度活用の需要は多く、地域経済の活性化及び生活環境の向上は図れ

ていることから、引き続き、制度を継続していきます。

また、住宅の耐震化事業にも取り組んでおり、木造住宅耐震診断や耐震改修費への補助金も整備

していますが、利用は目標まで至ってはいません。各地で震災等が発生した際には問い合わせも多

くなる傾向があることから、震災前の対策としての必要性を引き続き周知していきます。

空き家対策事業では、空き家バンクの登録や老朽住宅等除却事業を実施しており、目標を上回る

実績となっています。各産業分野では、今後の労働力の確保や従事者の高齢化による後継者の課題

が浮き彫りとなっていることから、空き家対策事業を活用した移住者の受入事業と当計画が担う

「しごと」のマッチングを強化し両事業を進めて行きます。

H30年度に結成「Maze-Cle」 タンデム講習会の様子ヤシィシクロクロスカップ

第1期香南市産業振興計画の取り組み

（千円）
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移住検討者が香南市を知るために滞在すること
ができる「お試し住宅」（香南市香我美町）



第1期香南市産業振興計画の取り組み

（千円）（件数）

（上方修正）

（各分野の推移一覧）
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7
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単位（人）新規農業者数
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単位（億円）

（上方修正）

農業分野 林業分野

水産業分野 商工業分野

観光分野 住宅分野（参考）

◆ 各分野の目標値達成状況

分 野

農 業

林 業

水産業

商工業

観 光

住 宅

各分野の 「数値目標」

新規就農者数 （人）

林業境界明確化面（ha）

沿岸漁業総生産量（ｔ）

製造品出荷額 （億円）

観光施設入込客数（万人）

ー

第1期 目標値（累計）

59人

600ha

6,000ｔ

2,500億円

560万人

ー

第1期 実績値（達成率）

56人 (94.9%)

146.34ha (24.4%)

5,035ｔ (83.9%)

1,931億円(77.2%)

523.4万人(93.5%)

ー

※１ ※2

※1・2：H27~R元の5年間を対象
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香南市産業振興計画に掲げる各分野の事業についてＫＰＩ評価を実施しました。
なお、計画期間における実績値及び取り組みの内容については、資料4の「第1期 香南市産業
振興計画 数値目標及びKPI評価書（平成27年度～令和元年度）」でご確認ください。

【評価基準】
（Ａ）・数値目標を達成したもの（数値目標の達成率もしくは達成見込み率が100％以上）

・数値目標ではないが客観的評価ができる目標を達成したもしくは達成する見込みがあるもの
（Ｂ）・数値目標をほぼ達成したもの（数値目標の達成率もしくは達成見込率が60％以上100％未満）
（Ｃ）・数値目標の達成に向けて十分な進展が見られなかったもの（数値目標の達成率もしくは達成見込率が60％未満

・当計画の取り組み開始時と比べて、数値を改善もしくは維持できなかったもの、または状況を改善できなかった
もの

（－）・年度の到達目標値が０、及び令和元年度着手のため達成状況が図れないもの

事業数
達成度合

A B C -

農業分野

（１）農業生産基盤の充実 8 5 3

（２）防災への対策 1 1

（３）担い手対策の促進 8 1 4 2 1

（４）経営の改善の対応 5 2 3

（５）農産物のブランド化の推進と加工品の開発 1 1

（６）消費者の安心安全志向への対応 2 2

（７）農地の保全と活用の促進 2 1 1

（８）有害鳥獣被害対策 2 1 1

計 29 11 15 2 1

事業数
達成度合

A B C -

林業分野

（１）基盤整備 1 1

（２）森林資源保全 6 3 2 1

（３）木質バイオマス 1 1

（４）木育事業 1 1

計 9 2 4 2 1

事業数
達成度合

A B C -

水産業分野

（１）改修整備 2 1 1

（２）経営基盤の強化 3 2 1

（３）生産・加工・流通・販売 2 2

計 7 3 3 1

６-1．数値目標と重要評価指標の評価検証結果
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事業数
達成度合

A B C -

観光分野

（１）核となる観光拠点の形成 4 1 1 2

（２）広域観光 7 3 3 1

（３）人材の育成 1 1

（4）国際観光の推進 2 1 1

計 14 4 5 2 3

事業数
達成度合

A B C -

住宅分野

（１）住環境の整備 1 1

（２）市営住宅の整備 1 1

（３）住宅の耐震化 4 1 3

（４）空き家対策 4 2 1 1

計 10 4 4 2

事業数
達成度合

A B C -

商工業分野

（１）商業支援 （商業） 10 2 2 4 2

（２）ものづくりの基盤整備 （工業） 6 2 4

（３）ものづくり （工業） 6 2 1 3

計 22 6 3 11 2

事業数
達成度合

A B C -

サイクリング

（１） 自転車を活用した観光への取組 8 2 6

（２） 障がいのある方や高齢者への
スポーツ推進

3 2 1

（３）健康増進と環境に配慮した取組 2 2

（４）自転車の安全利用を推進する取組 3 1 2

計 16 5 1 10 0

16

６-1．数値目標と重要評価指標の評価検証結果



７．第2期香南市産業振興計画に向けて

香南市産業振興計画の推進にあたっては、地域住民が元気に働ける、バランスのとれた持続

可能な産業構造を構築することに加え、学びの段階から事業化までの多様なサポートにより、

実践者のチャレンジを応援する体制を築くために、プライオリティ（優先順位）やその効果を

にらみ、着実かつ確実に推進するための体制を整えながら、PDCAサイクルによる見直しや検証

を行い、また、毎年度バージョンアップを図りながら、香南市が目指す「将来像」の実現に向

けて取り組んできましたが、第1期の5か年で掲げてきた各分野の「数値目標の達成度」は高い

とは言えません。（当資料 14ページ参照）

また、香南市の経済活動別総生産額も、H28とH29年度を比較しますと合計で401百万円の減

少がみられ、経済成長率も -0.4% から -0.5%へと減少しています。（ 18ページ 図１参照）

さらに、香南市の生産年齢人口（15歳以上65歳未満）は H27年度（2015年）の18,375人か

ら、R2年度（2020年）は17,612人（▲763）、R7年度（2025年）は16,958人（▲654）、R27年

度（2045年）には13,237人（▲4,375）になると推計されており、総人口に対する生産人口の

比率は H27年度の55.7%から30年後のR27年度は50.5%に減少する見込みとなっています。

（18ページ 図２参照）

また、既に「人材（担い手）の確保」が困難になりはじめている分野もあり、生産量の拡大

や新たな挑戦を断念・延期する傾向もあることから、本市の経済においてもブレーキがかかり

はじめていると考えられます。（19ページ 図３参照）

一方で、直近の求人賃金(企業等の提示額)と求職賃金（求職者が求める額）を比較すると、

R2.3時点では求人賃金が求職賃金を2,720円上回っており、有効求人倍率もH27年度の0.80から

1.03と上昇傾向がみられる等、雇用の機会は徐々にではあるが上昇傾向となっています。

（19ページ 図4・5参照 ）

以上のことをふまえ、第2期（R2～R6）では、各分野の取り組みの継続に加え、より力強い

「産業の拡大」を図るために、分野を超えた連携の強化、新たな付加価値化の創出、担い手の

確保、人材育成策を推進し、各分野の所得の向上につなげていき、当計画が目指す『地域住民

が元気にいつまでも働くことのできる香南市』

『次代を担う若者が、地域で誇りと希望を持ち、

産業の新たな担い手となって活力が保たれる香

南市』の実現を目指していきます。

◆ 第1期 香南市産業振興計画のまとめ
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７．香南市産業振興計画の策定に向けて

香南市の各年齢人口の推移グラフ
（図２）
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【出典】総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】 R2年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（H30年3月公表）に基づく推計値
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（図１） （平成29年度 市町村経済統計書（令和2年5月公表）

（百万円）

◆ 市町村経済統計の概念
・ 労働者や企業等の活動によって物やサービスが生産され、販売等を行うことにより生み出される新たな価値
（付加価値）の合計。
※ 付加価値 ＝ （物やサービスの販売額 - 生産に要した費用）

（％）

（ ）：H28とH29比較値

15歳～64歳

15歳未満

65歳以上

5,612 6,098 6,374 6,245 6,928 7,212 
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【香南市】 経済活動別市町村内総生産

第一次産業 第二次産業 第三次産業 付加価値 経済成長率

（747 ↓）

（0.1↓）

（14↓）
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（76↓）

合計
（高知県合計）
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（2,410,494）

84,975
（2,429,454）

（401↓）
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７．香南市産業振興計画の策定に向けて
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第2次産業

第3次産業

生産量の拡大や新た
な挑戦を断念・延期

本市経済の成長
にブレーキ人材の確保が困難 担い手・労働力の

確保が必須

合計 16,763人

合計 16,021人 （▲742）

合計 15,517人 （▲504）

香南市の産業別就業者の推移 （国勢調査より）

（図３）

10年で
約1,200人減

各産業の担い手の推移

2,720円
高い

（図４）

（図５）
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（ハローワーク香美所管内データより）
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人口（人） 香南市の総人口の推移

▲488

出典）住民基本台帳（3月末）

人口ﾋﾞｼﾞｮﾝ推計

【参考資料】香南市 まち・ひと・しごと創生総合戦略資料より抜粋

● 香南市における総人口の推移

人口ビジョン策定後（平成27年度）の香南市の総人口の推移については、緩やかな減少傾向にあり、

その傾向は変わらず、平成30年3月末は 33,418人 （前年度比▲188人）、平成31年3月末は

33,234人（前年比▲184人）、令和元年3月末は33,233人（前年比▲1人）となっています。

また、2060年に30,800人を目標としている人口ビジョン推計よりもその減少数は大きくなっています。

20

人口減少に歯止めをかけ、持続的発展に向け、香南市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、

「香南市産業振興計画」、「香南市人生支援計画」と連携した取り組みがスタートして、令和元年度で

第1期の計画は終了となります。

この5年間で、産業の振興や雇用者の増加、移住・定住促進の仕組みづくりによる移住者の増加、ま

た、子ども、子育て支援・環境の充実支援や協働のまちづくり（防災・交流等）等、少しずつではあります

が、成果が出ています。

香南市人口ビジョンについては、令和42年（2060年）を対象期間としており、５年目を迎えた時点修

正等の見直しは行わず、引き続き、人口30,800人を目標とします。

香南市の人口推計

◆ 香南市の人口増減
人口（3月末） 前年比 出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減

平成26年度 34,020 - 245 417 -172 1,238 1,368 -130

平成27年度 33,884 -136 241 380 -139 1,353 1,350 3

平成28年度 33,606 -278 241 474 -233 1,257 1,302 -45

平成29年度 33,418 -188 205 458 -253 1,269 1,204 65

平成30年度 33,234 -184 240 445 -205 1,258 1,237 21

令和元年度 33,233 -1 216 411 -195 1,347 1,163 184

出典：住民基本台帳・高知県人口移動調査

（年度）

（令和元年度）（平成26～30年度）


